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令和７年度も終わりを迎えます。保護者の皆様、地域の皆様の御協力に深く感謝申し上げ

ます。皆様、1 年間本当にありがとうございました。 

1８日に行われた本校卒業式での卒業生答辞と校長式辞を掲載します。 
 

第 76 回 卒業証書授与式 卒業生答辞 
  

  寒さも和らぎ、春の暖かな風を感じる季節となりました。今日この良き日に私たちは卒業

の日を迎えました。本日は、お忙しい中、私たちのためにご臨席してくださいました皆様、誠

にありがとうございます。 

新たな生活への期待と不安を抱き、中学校の校門をくぐった三年前。入学当初は、出身小

学校の違う仲間になじめるか、また教科担任制の授業などの学習環境の変化に、不安を感

じていました。しかし、フレンドシップ学習で、班員とともに市内の施設などを巡る探求活動

を通して、仲間との絆が深まり、不安な気持ちは次第になくなりました。そして、これからの

学校生活に期待を抱き、安心して日々を送ることができるようになりました。 

多くの生徒が心に残っているであろう修学旅行。私たちの修学旅行は、昨年開催された

大阪・関西万博が日程に組み込まれていたことも、大きな特徴でした。この貴重な機会に、

大阪・関西万博を訪れ、様々な国の文化に触れることができました。また、班で京都の名所

を回り、探究活動を行う中で新しい発見や学びがありました。仲間との楽しい思い出を作る

ことができました。その後、修学旅行で学んだことを活かして、袋井市への提言を考えました。

どのグループも、「ここに住んでみたい。」、「ここに住み続けたい」と思ってもらえる袋井市に

なるように、アンケートなどの調査活動を基に取組を考え、提案をすることができました。暮

らしている私たちが、改めて袋井市の良さに気づき、自分たちの手でより魅力溢れる市にし

ていきたいという熱い思いが込み上げてきました。 

私たちの中学校生活三年間の自慢の一つでもある、「結絆祭」と「たちばな祭」。これらの

二つの行事では、企画委員、実行委員が中心となり、生徒が主体となって行われました。競

技種目や演目を考える際には、全校生徒の誰もが楽しんで参加できることや一人一人の個

性を大切にすることを意識して、企画や運営を行いました。 

結絆祭では、各学級が自分たちの力を出し切ろうと力を尽くしました。学級の練習では、

新しい記録が出る度に、仲間と喜び合ったり、練習で上手くい

かなかった級友に対して励ます声を掛けたりしました。当日は、

一生懸命に競技に取り組み、競技がないときには、お互いの競

技を全力で応援しました。一人の力は微力でしたが、クラス全

体が良い雰囲気になるように心掛けることで、それらが大きな

力となり、結果だけに限らず、達成感を味わうことができたり、

仲間との絆を深めたりすることができました。そのため、結絆

祭は、中学校生活で一番の思い出です。 

「たちばな祭」では、合唱だけではなく、特技を披露したり、



作品を展示したりすることで、互いを認め合うことのできる「たちばな祭」にすることができ

ました。私たちは、今年度三年生として、中学校生活最後の「たちばな祭」を迎えました。歌う

ことが苦手で不安なことも多かったですが、同じパートの仲間が丁寧に教えてくれたり、アド

バイスをしてくれたりしたおかげで自信をもって大きな声で歌うことができました。目標とし

ていた金賞を獲得することはできませんでしたが、お互いのクラスの合唱の頑張りを認め合

い、素直に言葉に出すことができる仲間の姿を見て、この仲間たちと一緒に、たちばな祭を

作り上げた喜びを感じました。 

仲間と共に汗を流した部活動。各部活動で大会やコンクールなどに臨みました。部員同士

で目標を共有し、個々の力だけでなく、部活動全体の力を向上させるために努力しました。

満足のいく結果が出た人も、悔しい結果となってしまった人も、部活動で多くの時間を共に

過ごしてきた部員との時間はこれからも決して忘れることはないでしょう。 

このように楽しく、充実した日々を過ごすことができたのは、周りで支えてくれた皆さんが

いたからです。 

毎日私たちに親身に寄り添い、時には厳しく熱心にご指導をしてくださった諸先生方。充

実した日々を過ごすことができたのは、先生方のご指導があってこそです。ありがとうござ

いました。 

いつも側で見守ってくれた家族。私たちの小さな変化に気づき、温かい声を掛けてくれた

り、新たなことに挑戦することを迷っていたときに、背中を押してくれたりしました。どのよ

うなときでも、自分の味方がいると思えることが、どれだけ力になったか分かりません。感謝

しています。 

どのようなときでも楽しく、明るく接し、様々な事で支えてくれた仲間。三年間、みんなと

一緒にこの周南中学校で生活をすることができたことは、かけがえのない時間でした。あり

がとう。 

私たちの思いを引き継いで、学校を引っ張っていってくれた在校生。より良い周南中学校

を目指してくれてありがとうございます。私たちのバトンを受けた皆さんの活躍を祈ってい

ます。 

私たちはそれぞれの夢に向かって羽ばたいていきます。今まで一緒に過ごしてきた友と別

れ、それぞれの道に進み、大人への道を歩んでいきます。卒業生のほとんどが感じていると

思いますが、私はまだ、そのような実感がわかず、自分の将来のことに対して不安でいっぱ

いです。ですが、この周南中学校で学んだことを

活かして自分の将来に向かって努力していきま

す。心配をかけたり、頼る機会が増えたりすると

思いますが、皆様にはこれからも優しく寄り添っ

て頂けるとありがたいです。そして、諸先生方に

はこれからも温かい目で私たちの成長を見守っ

て頂けると幸いです。 

最後になりますが、周南中学校のますますのご発展とご臨席頂きました皆様のご健勝を

祈念とし答辞とさせて頂きます。 

 令和８年３月１８日 袋井市立周南中学校 第７６回卒業生 代表 石黒叶真 



令和７年度 卒業式 校長式辞 

季節は進み、木々のこずえにも新芽がふっくらと膨らみ始

め、躍動する春の息吹が次第に高まりつつあるこのよき日に、

新たな旅立ちを迎えました。令和７年度 周南たちばな学園 袋

井市立周南中学校  第７６回卒業証書授与式を挙行するにあ

たり、袋井副市長  大河原幸夫様  袋井市教育委員会教育委

員 吉田陽子 様をはじめ、ご来賓並びに保護者の皆様のご臨

席を賜り,厚くお礼申し上げます。このような温かな雰囲気の

中、ここにいる全ての参加者で、卒業生の旅立ちを、心を込めてお祝いしたいと思います。 

  ただ今２１３名の生徒の皆さんに、中学校の全課程を修了した証として、卒業証書を授与

いたしました。ご卒業おめでとうございます。 

コロナ禍を経てのこの数年間、風水害や大地震など度重なって発生した自然災害、今も続

く紛争など混迷を極める世界情勢など国内外に様々な課題が生じ、今なお続いています。こ

のような情勢、時代は誰もが予測できたわけではありません。予測できなかったからこそ、大

きな被害にあったり、不安や混乱が大きくなったりしているわけです。今後も課題は残され、

また新たな課題が生み出されていく…。これが「先行きが不透明で、将来の予測が困難な状

態」いわゆる「VUCA の時代」と言われているものです。 

そのような時代を生き抜いていくために、周南中学校では、どんな変化が起こっても、ど

んな状況になっても、皆さんが笑顔を絶やさず、幸せに生きていくために、三つの力を身に

付け、伸ばしていってもらいたいと考えてきました。  

その三つとは、みんなで目標に向けて力を合わせて最後までやりとげる「他者と協働する

力」。何がより良いかを自分で考え、積極的に行動するといった「主体的に行動する力」。自

分はかけがえのない大切な存在だと認識し、さらに他のどの人も同じようにかけがえのない

存在だと理解する「自他を理解する力」です。  

皆さんがこの３年間でこれら三つの力を確実に身につけ、そして着実に伸ばしてきた姿を

たくさん見ることができました。 

また、仲間や命について考え、学ぶ機会もたくさんあったことと思います。共に過ごす中で

協力して成し遂げたことでうれしさや楽しさを感じたことでしょう。反対に仲間との間で起こ

ったいざこざに悲しさや辛さを味わったこともあったのではないでしょうか。 

今年度２学期の始業式に、広島平和記念式典について話題に上げました。広島市長によ

る平和宣言での「心に留めておくべきことは、自分よりも他社の立場を重視する考え方を優

先することが大切」。そして小学６年生による「平和への誓い」での「「事実を自分のこととし

て考え、平和について関心をもつこと。多様性を認め、相手のことを理解しようとすること」

「一人一人が相手の考えに寄り添い、思いやりの心で話し合うことができれば、傷つき、悲し

い思いをする人がいなくなるはずです。」 

これら広島市長と市内小学生の思いは、どちらも「先行きが不透明で、将

来の予測が困難な時代」に生きていくことで大切なことでもあると私は思

います。「自分」は大切です。でも周りで支えてくれる人、見守ってくれてい

る人、叱咤激励してくれる人、そしてもっとたくさんの、皆さん一人一人に



かかわる人がいてくださるからこそ、今の「自分」、これからの「自分」があるのではないでし

ょうか？ 

自分が周りの人とどう関わっていくか、関わっていけるか。仲間を認め寄り添いながらど

う生きていくか。これが、皆さんがこれから歩んでいく未来で最も大切なことであると思いま

す。 

あなたは あなたの 素晴らしさ 

わたしは わたしの 素晴らしさ  

ほめよう 認めあおう 優しい心で 

挑戦しよう 喜んで 

この言葉は先日一年生の進路講座でお話ししてくださった、えだむらかつみさんが描いて

くださった作品にある言葉です。 

さて、皆さんは、卒業後も目標に向かって学び続け、成長していかなくてはなりません。で

はそのために大切なものは何か？私は「準備」であると思います。そして「準備」という行動

を起こす前に、「気づき 考え、判断する」ことが重要になってくるのです。何をやるにしても

準備は必要ですし、その積み重ね、継続性が成長・成功へと導いていくことでしょう。 

また、準備したこと、頑張ったことは、結果にかかわらず、大なり小なり自分自身のためと

なり、チャレンジそれ自体が価値あるものとなります。今後も自分に甘んじることなく、そし

て失敗を恐れることなく目標に向かって、「自分らしく」「ありのままの自分」でチャレンジし

続けていってください。大丈夫、君たちならきっとできる…。そう信じています。 

最後になりましたが、保護者の皆様、お子様の御卒業、誠におめでとうございます。今、心

身共に健やかに成長し、輝かしい卒業の日を迎えた我が子の姿を改めてご覧になり、感慨も

ひとしおのことと存じます。心よりお慶び申し上げます。入学からこれまで大切なお子様をお

預かりし、教職員一同、誠心誠意努力してまいりました。至らぬ点も多々あったことと思いま

すが、これまで本校の教育活動に、深い御理解と温かな御支援、御協力を賜りましたこと、

厚くお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

終わりに、今日を限りに、この周南中学校を巣立っていく卒業生の皆さんが、夢と希望、

誇りと自覚をもって力強く前進し、チャレンジしていくことで、幸多き人生を送ることを願

い、式辞といたします。 

 

 

 令和８年３月１８日 周南たちばな学園 

 袋井市立周南中学校長 平野 貴久 

 


